
JP 2008-509544 A5 2008.6.19

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成20年6月19日(2008.6.19)
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【公表日】平成20年3月27日(2008.3.27)
【年通号数】公開・登録公報2008-012
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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/027    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/30    ５１５Ｄ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月17日(2008.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投影対物レンズの物体面上に配置されたパターンを投影対物レンズの像面に縮小結像尺
度で結像するために構成された投影対物レンズであって、複数の光学素子を有し、複数の
光学素子が投影対物レンズの光軸に沿って配置されていて、投影対物レンズに対して凸状
に湾曲した物体面が平面的な像面に結像されるように投影対物レンズの限定像視野湾曲が
設定されるように、複数の光学素子が構成されている投影対物レンズ。
【請求項２】
　物体面が湾曲していて、光軸に対して垂直な少なくとも一方向の有効物体面湾曲が、マ
スクの重力に左右されるマスク曲がりから生じる表面湾曲に実質的に対応するようになっ
ている、請求項１に記載の投影対物レンズ。
【請求項３】
　有効物体面湾曲が、実質的に円筒形のマスクの重力に左右される曲がりに対応する、請
求項２に記載の投影対物レンズ。
【請求項４】
　投影対物レンズが、走査方向に移動されるマスクと使用するように構成されており、物
体面が湾曲していて、走査方向でスキャナ組み込み式の物体面湾曲がマスクの重力に左右
される曲がりによって生じる表面湾曲に対応するようになっている、請求項１に記載の投
影対物レンズ。
【請求項５】
　投影対物レンズの少なくとも１つの光学素子が、少なくとも１つの非回転対称面を支持
する、請求項１に記載の投影対物レンズ。
【請求項６】
　非回転対称面が、像視野湾曲に影響を与えるように構成された円環状面である、請求項
５に記載の投影対物レンズ。
【請求項７】
　投影対物レンズが、像視野湾曲を除いたすべての視野依存像エラーに関して実質的に補
正される、請求項１に記載の投影対物レンズ。
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【請求項８】
　投影対物レンズが、像視野湾曲を除いたすべての像エラーに関して実質的に補正される
、請求項１に記載の投影対物レンズ。
【請求項９】
　投影対物レンズが、像側開口数ＮＡ＞０．８を有する、請求項１に記載の投影対物レン
ズ。
【請求項１０】
　｜ＲＰ｜がペッツヴァル和の大きさであり、かつ、ＤＯＦが投影対物レンズの焦点深度
であるとき、｜ＲＰ｜≧０．１ＤＯＦが当てはまる、請求項１に記載の投影対物レンズ。
【請求項１１】
　投影対物レンズの物体面上に配置されたパターンを投影対物レンズの像面に縮小結像尺
度で結像するために構成された投影対物レンズであって、複数の光学素子を有し、複数の
光学素子が投影対物レンズの光軸に沿って配置されていて、投影対物レンズに対して凸状
に湾曲した物体面が平面的な像面に結像されるように投影対物レンズの限定像視野湾曲が
設定されるように、複数の光学素子が構成されていて、物体面が湾曲していて、光軸に対
して垂直な少なくとも一方向の有効物体面湾曲が、マスクの重力に左右されるマスク曲が
りから生じる表面湾曲に実質的に対応するようになっており、｜ＲＰ｜がペッツヴァル和
の大きさであり、かつ、ＤＯＦが投影対物レンズの焦点深度であるとき、｜ＲＰ｜≧０．
１ＤＯＦが当てはまる、投影対物レンズ。
【請求項１２】
　有効物体面湾曲が、実質的に円筒形のマスクの重力に左右される曲がりに対応する、請
求項１１に記載の投影対物レンズ。
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